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ウ
ィ
ン
・
ト
ゥ
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
方
式
の 

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

こ
の
農
場
は
ウ
ィ
ン
・
ト
ゥ
・
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
方
式
で
母
豚
２
８
０
頭
一
貫
経
営

を
行
う
、
農
業
組
合
法
人
の
8
農
場
中
の

一
つ
で
あ
る
。
離
乳
肥
育
舎
の
１
部
屋
は

八
つ
に
区
切
ら
れ
、
１
豚
房
に
18
頭
、
１

部
屋
で
14
腹
分
１
４
０
頭
／
週
を
分
娩
舎

か
ら
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
て
収
容
す
る
。

こ
の
方
式
に
よ
り
豚
の
移
動
回
数
が

減
り
、①
豚
へ
の
移
動
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

②
移
動
と
い
う
重
労
働
の
軽
減
、
③
洗
浄

回
数
の
低
減
な
ど
の
効
果
が
表
れ
た
。

一
方
で
、
こ
の
方
式
に
は
移
動
が
少
な

い
た
め
、
出
荷
時
に
急
激
な
ス
ト
レ
ス
が

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
増
体
が
よ
す

ぎ
て
厚
脂
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
の
改
善
と
し
て
、
離

乳
子
豚
舎
の
窓
を
透
明
な
ア
ク
リ
ル
板
に

変
え
、
光
が
入
る
よ
う
に
し
て
適
度
な
刺

激
を
与
え
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
厚
脂
対
策
と
し
て
、
制
限
給
餌
法

や
専
用
飼
料
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
全
体
の 

オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
確
立

離
乳
・
肥
育
豚
舎
は
、
合
計
23
部
屋

（
23
×
7
日
＝
１
６
１
日
分
）
の
収
容
能

力
が
あ
る
が
、
常
に
１
週
間
分
を
洗
浄
・

消
毒
・
乾
燥
用
に
空
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
離
乳
か
ら
肥
育
の
収
容
期
間
は
１
５

４
日
と
な
る
。
平
均
離
乳
日
齢
21
日
と
し

て
最
大
１
７
５
日
の
出
荷
日
齢
と
な
る
が
、

農
場
の
出
荷
日
齢
の
実
績
は
平
均
１
５
５

日
齢
を
達
成（
遅
れ
た
豚
で
１
７
５
日
）。

こ
の
数
字
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
離
乳
・

肥
育
舎
で
の
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｏ
が
で
き
る
。
分

娩
舎
で
も
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｏ
が
確
立
さ
れ
、
５

週
分
の
分
娩
舎
が
常
に
１
部
屋
空
く
状
態

が
保
た
れ
る
。
つ
ま
り
、
分
娩
舎
か
ら
出

荷
ま
で
農
場
全
体
の
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｏ
体
系
が

設
立
当
時
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
る
。

飼
料
か
ら
豚
舎
の
巡
回
ま
で 

基
本
に
沿
っ
て
育
成
豚
を
管
理

「
子
を
多
く
生
み
育
て
る
母
豚
づ
く
り

は
、
育
成
期
か
ら
」
と
組
合
長
は
話
す
。

導
入
か
ら
６
週
間
は
３
頭
で
群
飼
を
行

い
、
そ
の
後
種
付
け
ま
で
制
限
給
餌
を
行

う
。
こ
の
期
間
中
に
、
太
り
す
ぎ
ず
痩
せ

す
ぎ
な
い
ベ
ス
ト
な
体
を
つ
く
り
上
げ
る

こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。

組
合
長
は
毎
朝
、
豚
舎
を
巡
回
し
て
不

調
な
母
豚
や
子
豚
が
い
な
い
か
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
農
場
に
合
っ
た
温
度
管
理
を

行
う
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
１
年
を

費
や
し
た
。
従
業
員
に
も
自
分
た
ち
で
考

え
て
仕
事
を
す
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
る
。

「
種
豚
・
施
設
・
飼
料
」
を
自
分
の
や

り
方
に
合
っ
た
よ
う
に
使
い
こ
な
す
こ

と
、
洗
浄
・
消
毒
な
ど
の
基
本
を
確
実
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
好
成
績
を

維
持
し
て
い
る
秘
訣
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

今
回
の
農
場
は
、離
乳
か
ら
出
荷
ま
で
一
つ
の
豚
房
で
一
貫
し
て
飼
養
す
る「
ウ
ィ

ン
・
ト
ゥ
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
方
式
」
を
採
用
し
稼
働
か
ら
７
年
目
を
迎
え
る
が
、

そ
の
成
績
は
落
ち
る
こ
と
な
く
好
成
績
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
秘
訣
と
も
言
え

る
飼
養
体
系
・
管
理
方
法
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

種
豚・
施
設・
飼
料
を
使
い
こ
な
し

設
立
当
初
か
ら

好
成
績
を
維
持
す
る
　

DATA事業規模
所 在 地：東北地方
飼養頭数：母豚280頭一貫
	  （ハイコープSPF）
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農場の近年の成績

ウィン（離乳）・トゥ・フィニッシュ（出荷）方式の採用

平成19年度 平成20年度 平成21年度

正常産子数 /腹 10.51 11.12 10.71

離乳頭数 /腹 10.03 10.36 10.14

母豚回転率 2.51 2.37 2.42

肉豚出荷頭数 /母豚 24.09 23.68 24.11

表：農場の近年の成績

理想的な母豚の体型

授乳中の様子

離乳後の子豚

肥育期の豚

離乳した子豚は出荷まで同じ豚房内でストレスなく飼育される

豚房に仕切りを設置し、子豚用のスノコ上で飼育

豚房の仕切りを外し、スノコ全面で飼育

離乳から約20㎏まで

約20㎏から出荷まで

使用しない

導入から 6週間は 3頭で飼い、その
後は種付けまで制限給餌を行う。そう
することで、太りすぎず、痩せすぎな
い体をつくっていく


